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 本中聞工業試験はブイツシ3一法の工業的装置の研窪を行ひ其設計に必要な諸資料を蒐める

事 を目的 とし,最 絡段階に於V・ては毎時100m3の 合成ガスを虞理する熱水冷却式合成櫨を設

計製作し,こ れを用ぴて合成實験を爲す豫定の下に,昭 和12年 に開始されたのであるが,其(し)の,

後 この目的に向つて系統的に種kの 研究實瞼を行つた結果(く ),昨(エ)昭和14'.年秋 を以てその第2期試

験を完了したのであつた・部ちコバル ト燭媒を用ぴ毎時61n3の 合成ガスを虞理する熱水冷却

式合成櫨を完成し,此 を用ひ、て合成實験を行つたが,そ の結果は當時獲表(cz))した如 く極めて良好

で所期の成績を得ることが出來たので,こ れを基礎 として其の後毎時100m3の 合成ガスを塵

理する合成装置の製作に努め,昭 和15年7月 上旬を以て完成したので,7月17日 より實験を開

始し同年8月3日 まで連績重8日聞に亘 り合成實験を行つた・本報はこの合域試瞼に關するもの

で,こ の實瞼は本試験工場に於 ける第17回 實験に當 り,後 に詳記する如 く好成績の裡に終了す
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る事が出來,こ れ を以て合成櫨 に關 しては合成石油試験工場設立の當初の目的は一慮達せられ
              o

たことXな つた・而してこの方式たて毎時1000m3の 合(ノ)成ガス津(コ)虚理する工業的の合成櫨は後

日北海道人造石油株式會肚の工場に於て試験せ られる豫定である・省本試験工場の設立 された

當初の目的は前記の如 くで あつたが,其 の後我が喜多研究室に於いてはコバル ト鰯媒に比較し

得る性能 を哨 する鐵燭媒の調製 に成功し,一 方我が國に於 けるコパル トの入手難 と液態燃料自

給の問題が釜々重大 となつて來たので,以 上の目的の外に鐵鰯媒による本法の工業化が本合成

石油試験工場に於いて薪 しく研究 されること 製なつた.其 第一歩として本装置を用ひ近 日中に

鐵燭媒を使用して毎時100m3の 合成ガスを虞理する合成實験をなす豫定である・

               實  瞼  之  部

 熱水冷却式合成装置

 本實験に使用した毎時100m3の 合成ガスを虞理する容量の熱水冷却式合成櫨(合 成櫨No・9)

は昭和14年9～10月 に行つた第16回 實験(第8回 報{動,帥 ちコバル ト賜媒を使用し毎時6m3

の合成ガスを虞理する容量の熱水冷却式合成櫨による實験結果に基礎を置いて,當 所に於いて

  

 

              
   (1)合 成ガス入口     (5)熱 水聚合管     (9)パ イロメーターチユープ

   (2) 反磨ガス出口      (6) 加熱油層       (10) 冷却管屈曲部    '

   (3)熱 水分配管       (7)加 熱油出A      L2・・8 濫度測定箇所の番號
   (4) 冷却管        (8) 加熱油入ロ
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               餐玉21厨1 言充  線  燭i

⑭

設 計,川 崎重 工業株 式 飾tに 於 て製 作 された もので あ り,其 構造 は二者大鵠 同 じであつ て小 さい

ビツチで 干烏に置かれ た紬 い冷却管群の 中に熱水 を強制循環せ しめ,管 群の!三!1隙にIGOO 1の 鱗

媒 を形 眞すろ ようになつてゐる・ この合成櫨の概略 は第1固 に示 され た通 りで あろが これか ら

その構造 の大罷 を窺 知すろ事が 出来 ろで あら う.合 成櫨の側壁 は加熱 油で 加熱 して壁面1よtjの

勲損 失に依 り燭媒 唇の温 一』膚fζ均・・となる ことを防 いだ.

 ci成 塘 ・)冷却 に用 ふる熱 水と始動 に'ru'ﾏ加 熱 する爲の川崎式 ラモ ン トボ でラー,熱 水 を…時

馬戒する ドラム,熱 水 を循環せLめ る循環ポ ンプ,給 水 ボンプ等は箪16回 實験(第8回 報一告(1,+)(/),

コバ ・し}・鰻媒,熱4(冷 却,6・ が ,hr.に 月Jひた もの とその ま 瓦使用 した・此 等の合成櫨 以外 の

部 分 は全部 豫 め毎時100m3の 合 成賓験 に使用出來 る ように設計製 作 され てゐたので ある.術

この毎時100m;の 合 威櫨で は多量 の反慮熱 を奪ひ去る必要が豫期 され て ゐたので,熱 水の導

                   (26」
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管に並列に冷却器が設置されて居 り,温 度の調節はヒの冷却器 を通る熱水の量を加減 して行つ

た.'此 等の100m3の 合成装置 は全部鐵燭媒に も使用出來るよう,巳口ち260。c,50kg/CTY1,2の 熱

水に充分耐えられるように設計製作されてゐるのであつて,そ の配置扶況 を第2圖 に示した・

合破櫨で反鷹 を絡つたガスより熱い悶にパ ラライン分離器にてパラフィンを分離 さした後,水

で治却し,燈 油と稻する部分を凝縮分離 さした後,活 性炭を充填した吸牧塔に通 しガソリンを

吸牧せしめa残 つたガスを慶ガスとして放出した・活性炭に吸着されたガソリンの回牧には過

熱水蒸氣を用ひ管駄冷却器で冷却してガ ソリンと水蒸氣とを凝縮ざした後,更 に水で充分κ冷,

却 してガソリソ受器に導いた.こ の際水で冷却したのみでは液朕とならない表化水素 も活性炭

だ吸着されてゐて,ガ ソリンと共 に放出されるが,こ れはガソールと呼ぼれるものである.此

等の反鷹ガス冷却器,活 性炭吸牧塔,ガ ノリンの回敗に用ぴた蒸氣過勲器及び附属する冷却器・

パ ラフィン,燈 油及びガソリンの受器等は新しく100m3の 實験用として設計製作されたもの

である.

 原 料 瓦 斯 製 造

 コバル ト燭媒 を使用する場合はCO:H2=t:2の 合成ガスを必要とするが,本 試験工場では

これに野して水性ガスと電解水素とを用ひた.部 ち水性ガスは,以 前京都大學全般に燃料ガス

を供給してゐた京大式二重瓦斯護生装置を使用 し,こ れに大阪瓦斯株式會肚製遊の硫黄分の少

いガスコークスを用ひて製造した・ この櫨の水性ガス獲生能力は毎時400～500m3で ある.一

方電解水素の能力は最大毎時約23皿3セ,水 性ガスを高温で畿生さしてその中の一酸化墨素の
                  ∫                                         /

含量を大ならしめると,CO:Hz=1:2の 合成ガスを毎時100 m3製 造するには電解水素の能

力が不足とな り,叉 一方高温で水性ガスを稜生 さすとクリンヵ一の生成 も劇しくなるので,電

解水素の能力と水性ガス稜生櫨の作業歌態の二鮎を考慮して,CO 35%程 度の水性ガスを褒生

せしめるよう努力した・ この水性がスを焚生櫨 を出てからハイ ドロリツクメイン通過後洗瀧塔

にて水にて洗ひそのま 玉一時ガスホルグーに貯藏 した・而して水性ガス製造は毎日午前9一11

時及午後8～10時 の2回 に分ち夫 々約900rn3を 製造した・この水性ガスのガス組成及硫黄含

量を第1表 に示した・ この硫黄含量は定量すぺきガスを燃焼せしめて燃焼ガスを炭酸 ソーダに

吸牧せしめ%Wf F3費された炭酸 ソーダを盤酸にて滴定する方法(A・S. T. M法)に よつて得た値で'

ある・ガス分析は從來の如 きオルザツ ト式のガス分析装置に改良を加へた ものを使用した.電

解水素はシーメンス式電解槽3基,能 力毎時23m3の ものを用ひ,全 實験 を通 じ蓮績運韓を爲

し,や はり水洗後ホルダーに貯へで使用した・ この電解水素の純度は99・9%程 度あり,勿 論不

                   (27)
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純物は酸素で ある・

 合成ガスの製造(原 料ガスの混合及精製)

 ホルダーに貯藏した水性ガスは直にサイ ・ツクスの漁式硫化水素除去装置に通 し大部分の硫

化水素 を除去後更に水酸化鐵 と木屑とを牧めた乾式脱硫函に通 して完全に硫化水素 を除去した・
                    、

これに電解水素 を混合せしめてガス組成をCO:Hz=1:2と 爲したのである.こ のガスの混

合 には當時の水性ガスのガス組成とガスメーターによる爾者の流量 とにより適當に混合比 を調

節 してガス組成 をCO:H2窪1'砲 ならしめ且つか 瓦るガスの流量 をしてガスメーターの示度に
           」

て毎時100m3に なるように調節 したのである・合成ガスの組成は第6表 及第7表 に示 したが,

全實験を通 じ有効ガス含量(CO:H2磐1:2と して)84.5%の 合成ガスを得た.こ の混合ガス

は邊風機に依 り直に有機硫黄除去櫨に通 しだ・ この有機硫黄除去櫨は毎時100m3の 合威ガx

を盧理する實験用としてiし く設計製 作された装置であつて,こ れは第3圖 より明な如 く,燃

焼櫨で都市ガスを燃焼 さして得た高温の燃焼ガスを特殊の邊風機 により,硫 黄固定剤を牧めた

容器の周園 を循環せしめ,熱 経濟を良好ならしめると同時に硫黄固定剤を均一に加熱するよう

に工夫 されたものである.使 用した有機硫黄画定剤も從來のルツクスマスー水酸化銅一アルカ

リの如 き鐵系のものを使用せす,新 しく製造した水酸化銅一珪藻土一苛性 ソーダ(銅 含量20%・

苛性 ソーダ添加量3%)の 混合物 を錠剤にした ものを用ぴた・これは鐵系の硫黄固定剤 と異 り

過熱される檬な事があつても一酸化炭素の分解やメクン生成の如 き副反慮を全 く件はないので,

かXる 試験用の目的 には好都合なものである・かXる 有機硫黄固定剤を約80脱 牧め(ガ ス室

聞速度125),こ れを最初230～220。Cに 加熱して用ひたが,後 に燃焼ガス循環用の邊風機の都

合1によりや 曳温度を下げ220～200。Cに て使用 した.其 成績 を述べると7月17日 深夜以來17月

30日深夜まで ・・2gS/100m究 以下の合成ガスが得 られたが・其の後終期 には0.3gS/100m3程

度の硫黄を残留するよう忙なつた.こ の有機硫黄固定剤の加熱状況及合成ガスの精製朕況を第

2表 に,そ の温度分布を第4圖 に示した.術 斯様に硫黄含量の非常に少いガス中の硫黄含量の
           ∫

定量には從來の如 く硫酸バ リウムにしで定量する方法によつた・

 以上の内新 しく設備 された諸装置の鴇眞を参考の爲掲げる・

                   CZ8)
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         第1表 水 性 瓦 斯 の 組 成 及 硫 黄 含 量

 製 造 日 時    實験時間    瓦 斯 組 成 vol・%      硫 黄含量 g S!IOOma

             時'  COa O2  CO  H2 CH↓ N2 全硫黄 有機硫黄

71119日 午後7～10時  一  9・80.233.048.2 1・7 7・116.8 16.5

 20日 午 前9～11時    一   10.2 0.0 34.2  47.3 2.5 5.8  12.1  11。9

 20日 午 後7一( )司0時   9～12. 7.8 0.3 36.5 147.7 1.4 6.3 15.9  15,1

 21日 午 前9～11時   23～25  8.0 0.1 36.8 46.8  L5 6.8  15.2  14.9

 21日 午 後8--10A寺 …     34-一一36     72    0.1   37.7   48.0   α5   6。5   16.1     15,4

 22日 午 前9～11時   35～37  8.0 0.2  362  46.0 2.1 7.5  12.7  10.4

 22日 午 後8～10時   58--60  8.5 02  36.9'46.8 1.4 6.2 14,5  14.0

 23日 午 前9～11時 、 71～73  9・2 0・1 34・7 46.4 2・0 駈7・6  11・0  10.8

 23日 午 後8-一 一10時   82--84  9.7 0.3 35.0 47.4 1.4 62  13,1  11.4

 24日 午前9-11時   95-一'-97  8.7 0.2  35.0 48.2  1.4 6.5  14.2   1L9                            '

 24日 午 後8^'10時  106～108  8.6 0.2 37.8 44.8 1.1 7.5 11.3  10.4

 25日 午 前10一一正 午     120-一一122    9.5   0.0   34.5   47.6    1.1   7.3    15.7     ii.0

 25日 午 後8-10時   180--132  8.9 0.1 34.6  47.7 2.1 6.6  17.9   12.7

「26目 午 前9 -11時  143--145  9 .4 0.i 34。8 46.9 2.0 6.8  12.1  io.i

 26日 午 後8～10時 154-一一156 &8'o.z・35.4 4&O l.ﾟ 5.8 10.1 1α0

 2フ日午 前9～11時    167-一一169   8.8  02   35.0  47.5   L1  7.4  .12.1    1i.0

 27日 午 後8～10時 178～180 9.O o.z 34.9 47.5 1・8 6.6 iz.s 13・6

 28日 午 前9^-11時  191～193  9.6 0.2 34.4 46.9  1.1 7,8  12,9  11.4

 28日 午 後8-10時  202-一一204  8.9 0.2 35.4 47.4 1.4 6.7 10.2  1α1

 29日 午 前9～11時  215～217  95  0.2 35.1 46.3  L9 7.0  11.6  1L2

 .29日 午後8-1時  226-228'9・8 0.2 34.4 46.9 1・8 6・9 ]3.7 13.1                               、

 30日 午 前9-11時 、.239--241  9.4 02  35.8 46.4  1.6 6.6  11.7  10.0

 30日 午 後8^-10時  250--252  9.5 0.2 34,9 46.5 1.8 7.1 10.4   9.4

 31日 午 商む9-11日 寺…   263-一一265   92   0.2  35.6  46.3  1.6  7.i  12,0    10●7

 31日 午 後8～10時  274--276  9.0 0.2  34.9  47.7  1.5 6.7  1().1   9.8

8月1日 午 前9-11痔  287～289、 8.8 0.1 35.9 46.3 1.6 7.3 11.9  10.4

  r 日午 後8{げ10時 …    298--300    8.8   0.i   35.4   47.6   '1.5   6.6   12.7     】2。1

  2日 午 前9^-i1時  311-x-313  9.2 02  34.7 47.9  1.4 6.6  13.4  11.7

  2日 午後8～10時  322～324  9.3 0.2 35.1 46.4 i.s 7.2 r2.r  10.9

  3日 午前9～11時    一    8.5 0.2 35.3 46,8  1.1 8.1、22.8   82

                    C29)
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            第2表 有 機 硫 黄 の 除 去 状 況

  日 時 實験鯛 燃焼謄騨騰 の攣雑藷調 繭 鱗袈春魏
             時   入 口 出 ロ  エ  2  3  4  5 gS∫100m3

7月19日 午 前1-4時   一 一  233 195 223 22s 219 219 214 く0.07

  20日 午前1～5時    一    240 203 230 227 226 220 220 、<0.07-

  zi日 午 前0～4時   14～18  240 206 233 '233 227 227 226  0.09

  22日 午 前1～5時   39～43  240 204 233 233/ 230 226'226  0.12

  23日 午i…寸1～5時    63-x-67   240  203  233  233  227  230  230   0.07

  24日 午 前2^-6時   88～92  240 200 233 233 227 230 226  0.15

25日 午 後 茎1～翌午 前10時 …  133- 144    226   197   218   218   212   212   212     α09

26日 午後10一 翌午 前6時  156～164  226  198 222 218 213 209 202  0.15

27日 午 後U一 翌午 前6時 181～188  230 205 218 222 215 215 206  0.16

28日 午 後10一 翌午 前5時 204～211  226  198 218 216 213 210 205  0.20

29日 午 後10一 翌午 前6時  228～236  230  198  218  219  212  213 206   0.20

30日 午 後10～ 翌午 前7時 252～261  230 197 217 219 213'213 206  0.2z

31日 午 後10～ 翌午 前6時 276--284  230  197 217 ・219 210 214 204  0.30

8月1日 午後10～ 翌午 前6時 300--308  230 197 217 219 210 213 204  0.3( )4

  3日 午 前0～6時  326～332 230 194 218 220 213 215 206  0.25

  注 意  有機 硫 黄 固定 剤 暦 の 温 度測 定 貼 に 就 て は第4圖 参 照 の こ と

              第3圖 有 機 硫 黄 除 去 装 置

(1ン 有機硫黄除去櫨      (4)鴨 燃燵ガス逡風機      (7)燃 嶢ガス循環管
(2) ガス入口        (5)煙  突       ,(8) ダンパー '

(3) ガス田ロ         (6)燃 焼 耀         (9)燃 料ガスバーナ_

                    (30)
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      合 成 用 コ ン ト ロ ー ル ボ ー ル ド

鮪 瓢 趨鰻鞍 縁 ∴ 一嘉
一臨 温 賠 ≒遍 』鰯轟

・  糊   奪

     ヂ                              .窒

    ・         『         』灘

                  噸 一.
                    隈1

    摩 ∴_欝 畷議嚢酵 犠 姦 聖
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         第4瑚 有 機 硫 黄 除 去 熔 の 温 度 分 布

           

           
                      

           

           

           

           
               が 入 入o

            注意  (1)・・・… (5)`ま

               ノぐイロメーターチユ

               ーブの位置を示す

          

          

鰯  媒

本寛験にはコパル ト系 タブレツト腸媒 を用ひた.そ の組成及活性を第3表 に示した.こ の活

                 a2>
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     馳

性 は實験室 に於 て電 氣櫨 に牧めた鰐媒 にCO:H2=1:2に 混 合 した純 檸の合成 ガスを毎時41

の ガ ス流速 にて通Lて 實 験 した結果で ある.本 實験 には斯様 な燭媒960Zを 合 域櫨 に牧 めた

これ に謝 して見掛 けの容積 にて毎 時100m3の 合 成 ガスを流 したのでガ ス室聞速度 は約iooで

あ る,

             第3表 、 燭 媒 の 活 性

   組成         Co+10°o Cu+5°o ThO2+2.5° °U308+125%珪 藻上

   煉温   日   合成時間  瓦斯流速  瓦斯牧縮率     液朕生成物牧率cc/m3

   。C         時     立/時     %'  水   燈油  揮嚢油  油分合計

   200   第1 日      17.0       3.8        26.5      45      9       19       2(ノる)8

   " 第2日 '20.0 .4.1  76.7 182 68  60 128

   〃   第3日    23.0     3.9      73.3    179    69     63    132

   〃  第4日  23.0   4.0   69.6  162  61   55  116

   210.第i日  17.0'  3.9   75.3  ]59  33   31  64

   〃     第2日     20.0       3.9        76.5      180      55       52      107

   〃    第3日     23.0       3.9        74.6     178     56  ・    55     111

   〃     第4日      23.0        3.8         72.6      169      49       60      109

   〃  第5日  23.0   3.9'  68.8  161  45   56  101

   〃  第6日  23.0   3.9   64.6  148  3S   59   97

   〃  第7月  23.0   4.3   60.O  I38  36   53   89

   215 第1日  17.0   3.7   75.8  166  37   52   89

   〃   第2日    20.0      4.0      75.9    183    49     62    111

   〃 第3日 23.0  4.2.  72.4 166 45  57 102層

 合 成 實験 の経過,結 果 及其の考察                     .

  7月17日 の午 前8時 よ り全 工場 の蓮 傳 を開始 した・is日 午 前2時 頃に到 り有機硫 黄が 完全 に

除去 されて居 る ことを確 めてか ら く合成ガ ス申の硫黄含量0.07gS/100m3以 下)合 成櫨 に合

成 ガスを100m3/hr.の 流 速 にて流 し,'同 時 に ラモ ン トボイ ラーに よ り合成櫨 の加熱 を開始 した・

孜 第 に温度 を上 昇せ しめ燭媒 の還 元 を徐 々に行 はL,め,19日 午 前1C時 に は勲水 の合成櫨 入 ロに
                           画                             !

於 ける温度 は195。Cで ガ ス牧縮率143%を 示 し,同 日午後10時 に は夫.tr 200。C,21.5%,而(ノ)し て

20日 午 前10時 に は201。C,46.2%に 達 し鰯媒 の還 元は略 完了 した ものと認 め られたので,こ の時
                            _,

を實瞼時聞第0時 として,こ れより定常の歌態にて正味2週 間に亘 り合成試瞼を績行したので

ある・そこでこれ以後所要の温度,ガ ス量等を毎時問記録 し,ガ ス分析は合成ガス.(CO:H2

=1:2と なし且つ有機硫黄を除去したガス)及 反慮 ガス(合 成反慮 を絡つたガスで油分 を完

                    (33)
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全 に除去 した ガス)に 就て2時 聞毎 に行つた.こ の時間迄 帥ち還 元中に得 られ た水,パ ラフィ

ン,燈 油, .ガ ソ リン及 ガ ソ.-Zyの 量 は夫k 202 Z,0',5[,331,17m3で あ つた.こ れ以後帥 ち

實澱 時問第0時 以後,ろ水,パ ラフィ ン及(ロ)燈油の牧得及活性炭 の切換へ は毎 日午前10時 に行つた.

帥 ち毎24時 問 に生成物 を計量 したので ある.此 等の製品中%¥ラ フイン,燈 油及 ガ ソリン等の合

成油 は共 に油 タンクに貯藏 した・ガ ソール分 はや は り計量 してか らガス ホルダーに貯藏 した.

 20日 午 前10時 よ り合成櫨の熱水の入 ロに於 ける温度 を201.5～202・0。Cに 保持 し合成 を連績

した ので あるが,其 後次第 に合成威績が良好 とな り22日 午 前10時 よ り23日 午 前10時(實 験時間

第48～72時)の 聞 に於て最高 に達 し3021の 水 及192`の 合 成油 を得て本實験 に於 ける最 高値 を

得 た.こ の24時 聞 に於 ける平均 ガス牧縮率 は58.2%c,生 成物 のー7均牧率は水160cc/m3,合 成 油

103cc/m雪 及 ガ ソール10`/m 3を 示 し,こ れ を當時の手均有効ガス含量86.o/よ り換算 すると

ガス牧縮率66.5/,水 牧 率186cc/m3合(の)威 油牧率120 cc/1n3及 ガ ソール牧 率12」/m3と な り,

これ を第3表 に示 した燭媒 の活性 よ り考察す る と實瞼室 に劣 らぬ結果 が得 られて居 た もの と云

ふ事が 出來 る.か くして合成實験 を績行 して居つ たが鰯媒の疲 榮につ れ次第 に反鷹 温度 を上昇

せ しめて略一定のガ ス牧縮率 を保持する よう調 節 し合成油の牧 率 も90～80cc/m3ゐ 値 を績 け,

8月3日 午前10時 にて,一 ・定の歌態 となつてか ら正味2週 闘336時 開 に亘 る合成實験 を絡 了し

たので ある.

 この 實験時聞第0～336時 間 に亘 る合成實 験の成績 を第4表 に纏 めて示 した・帥ち この聞 に於           ■

て平均のガ ス牧縮牽 ば56.2%,生 成 物 の牧量 は水44881,パ ラ フィン258Z,燈 油538`,ガ ソ リン

14721,合 成 油合計22881を 得,こ れ に封 し26729xn3(標 準 状態VZ換 算)の ガ スを通 過せ しめ,

合 成 ガスの牢均ガ ス流速 は79・6m3/hr・(斯 檬 にガス流量 が比較 的少いのはガス メーターに於 け
         1

る見掛けの容積にて毎時100m・3の ガスを流 してゐたとと,こ れに封 してガスメーターの補正r

ψ温度及1力 の補正,ガ スの逸風機の出口に於 ける若干の漏洩に封 して補正 した事等による)と

なり生祓物の牧率は水168cc/m3,合 成油86 cc/m舞,ガ ソール74/1n3と なつた.～二の實験時間

第0～336時 朋に亘る合成ガスの平均有効ガス分量の84・5%0からこの成績を有効ガスに換算する

,と平均ガス牧縮率66・5%,水 牧率i99 cc/m3,合 成油牧率102㏄/mg,ガ ソール牧率8Z/m3と

な り非常な好成績 と云ふ事が出來る・この闘( )に於 ける合成櫨の加熱 伏況を第5表 に,合 成櫨申

の温度の分布状態を第9表 に示 した(温 度測定瓢を第1圖 に示 した).これ痙 り燭媒は極めて均

一に加熱されてゐる事が制る・第6表 及第7表 に示 したガス分析の結果を見て も副反懸 は飴 か

起つて居 錠ナ,COの 攣化率は70/程 度, COとH2の 浩費i率はやは り從來の如 く1:2.10,・,2・20

を示してゐる(ガス組成ゐ攣化は24時毎の平均値にて計算 した).伺 この合成成績 を,これと同一

                   (34),
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        冷 却器(向 つて左燈油冷却器,右 ガソリン冷却器)

       煽

         合 成 油 受 器C?前)及 活 性 炭 吸 牧 塔
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の合成ガスを使用 して行つた小規模實験の威績(第8表 参照)と 比較すると遙かに好域績が得

られてゐる.か くしてかXる 方式の合成櫨を以て してもガソリン合成の工業化を行ふ可能性 を

立讃する事が出來,合 成櫨に關する限 り合成石油試験工場の目的ば巳礁達成されたのである.

               製  品  試  瞼

 合成 した原油(パ ラフィン,燈 油及ガソリン4)混合物),ガ ソリン及燈油の比重,屈 折率,沃

素贋及蒸溜試験の結果を第10表 に纏めて示した・叉生成した水及合成油の酸贋を参考の爲示し

た・省全實nを 通 じてのガ ソリン及燈油の比重及沃素債の攣化をも示した,

             第4表 合 成 成 績

   ・ 時 灘 羅 羅 謹 罐 褒轟,一 型 ヨ鍵 竺 よ 叢 獄

        時 ℃ ℃lll"尚%水 づ,細 山駕 難 が 水 嘉成 」ﾏ'/-)L
 20日 午 前10時  0  200              、  cc/m3 cc/m3 Z/m3

  ～         ～  201.5 ～・ ]837  765  524   285  19  32   83  134  】9    155   73   10

 21F卜 午」角i∫10楠電…   24      205

 211卜 午L薄五10H寺   24      20〔)
  ^一            `102  -- 7Si2  780  53.2   315  22  94   97  163  21   163   37   --

 22日!i二 臼i∫1α1寺    48       zos

 22F(∫r角 砺1αi寺    48       204
  ～        ～   202  ～  1865  77.7  582   302  35  47   110  192  13   160   103   1(P

 23日!F薗1∫100子   72       207

 23fl irfjﾛ1011'.j   72       20G

  ～        ～   202  ～  1859  77.4  57.7   307  23  45   105  173  18   165   93   10

 24Ff'F'Hiij 101}一',j=   96       208

 24日 ヱF舜i∫10時ヨ   96       206

  ～        ～   203  ～  1ss2  76,4  58.6   299  22  43   105  170  17   1ss   93   9

 25kt乍 」通1∫10鉦皐  ]20      208

 25t≡f!1二億前10"芋   120      206

  ～         ～   203  ～  1848  77.8  55.1   295  22  42   103  167  15   180   90   8

 26H午 爵1110n寺…  144       2e8

 26fI∠F臼i∫10ほ 芋   144       209

  ～        ～   206  ～  i～43  768  60.8   321  19  43   110  】72  12   174   91   7

 27日 ■F向珪10時 …   168       21】

 27H乍=荷 往10時   168      209

  ～        ～   207  ～  1515  75.6  6L9   311  17  43   110  170  16   171   94   9

 28日 午 角廿10時 …  192       2霊2

 28日 」竺F丙茸10時 三  192       210

  ～       ～  208 ～  1974 82.3 5S 6   343 1G 41  113 170 10   174   86   5

 29日!F荷 廿10日寺   216       213

 29「r午 商砿10目寺   216       211

  -一一        ^-  209  ^- 2009  83.3  55.3   355  14  40   ]10  1G4  14   177   32   7

 30Ff午ﾟ�108j…  240       214

 30Ff∠F苺i∫10日 ≒…  240       271

  ～         ～   209  ～  1990  82n  54.7    343  13  36   1cs  l57  10    172 『  79    5

 31「1午 前10時 264   214

 31F卜 午二宙珪10爬芋   264       212

  一レ        ～   210  ～  五979  82.4  53.2   342  13  37   】1`L  162  11   173   82   5

8月 工日!F鳶 冨10ほ与  288     215

 1Fr午 前10時 288   212

  ～        ～   211 ～  2005 83.5 532   339  ]2  33  110  155  9   169   77   4

 2f7午ﾟi310Hj-  312      274

                   (36)
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 2日 午 前10時 …  312     '212   
-一一       一一一  211 -一一 2001 83 .4 50.3   331 11 32   96  139  10   165   70   5

 3日 午 前10時 336   214

 (総     PI)   0  201.5  200             .
        一一一  一一一  一一一 26729 79.6  56.2   4488 258 558  1472 2288 200    168    86    7

 (平   均) 336 211215     (6a5⊃               (1gg)(102)(8)

   注 意  ガ ス量 には 凡 て温 度,駆 力及 其 の他 の 補 正 を加 へ た

      括 弧 内 の値 は 合 成 ガ ス の有 効 ガ ス含 量 よ り換 算 した値

            第5表 合 域 櫨 加 熱 歌 況

        實 験 熱 水 温 度 ℃      鯛 媒 暦 温 度 ℃        ガ ス ガ ス

 日   時  時 陶                       '      流 速 牧 縮

        時 入 口 出 口  1  2  3  4  5  6  7  8 ms/hr率%

7月20口 午 前2晦  一 199 198 200 200.5199.52005 202.5200 200.5201.5S6.522.5

 20日 午 後2時 …   4 LOO  201.5 200  200  200  202.5 204.5200  202  204.5 87.6 54.9

 21日 午 前2痔  1s 20L5 202 204 201.520L5206。5206.5201.5205 205 86.9 54.0

 21日 午 後2時  28 202.5 203 20L5 192.5 199.5204 206.5204.5202 206.584.5 57.(ノ)3

 22日TFiﾛ2日 寺…   40  20L5  20L5  203.5  194.5  201   203.5  20〔i.5203.5 203.5  204.5  亀).4  56.2

 22日 午 後2時 … 52 202 203 204 193 201.5204 206.5204 204.5204.588.060.2

 23「1午 前2時 …   64  202   203   208   206.5 206,5  206   207  204  206.5 206   86。6  56.4

 23口 午 後2時  76 202 1203 207.5207.5208.5204.5207 204 206.5205 84.9 58.0

 24fa午 薗2時  8S 202 202 209 209 206。5206.5206.5204 204 204 86.456.4,

 24「1午 後2時 100 202 203 207 206.5206 204 205.5204 206.5206 90.4 58.5

 25tt午Fiﾛ2時 ≧  112  203   204   206   206.5 206.5 206.5  206, 204  205   204   83.1 58.3

 25口 午 後2時  124 203 204.5 208 208 206.5206.5207 205 206 204 89.9 60,5

 26fl午 前2時 136 203 203.5 206.5206.5206.5205 207 204 206.5205 87.652.1

 2G日 午 後2時  148 206 206 210.5211.5209.5209 211.5206.5211.5209.588.862.3

 27a午 曲2時 160 206 206 211.5 zir.5209.5209.521L5208 211.5210 88.157.(ヘコ)6

27日 午 憐2時1722072082122115211211.521220921320981259.3

28日 午 前2時184207207・5210.5210.520&520721L520&5210.5207,8&656・3

 28日 午 後2時  196 208.5 209 213 212 211.5209.5213 209 21L5210 96.055.2

 29日 午 前2時 208 208 209 211.5211!5211 209.5213 209 212.5209.596.6 52.0

 29q午 後2時 …  220  209   210   214.5 215.5 213  211.5 214.5210  213   211.5 94.0 58,0

 30日 午 前2時 232 209 209.5 212 211.5210 209.5214 211.521L5209.592.652.5               ,

 30日 午 後2時 244 208.5 209 214,5212 211・5211.5215・5212 211・5209・59L5 58・6

 31日 午 前2時.256 209 209.5 214 211.5209.5210 214 210.5210 209 93.2 52.5

 31日 午 後2時 268 210 211 215 214.5212 214・5215・5211 211.5 211・593.8 55・3

8月1日 午 前2時 280 210 210.5 215.5214.521L521L5214.5212 211.5210 9L749.0

 1日 午 後2時 292 211 212 214.5213 211.5211.5214 213 213 21L592.8 53.7

 2日 午Fiﾛ2時 …  304  211   211.5  214.5 214  211.5 211.5 214.5213  211.5 211  92.5 54,1

 2日 午 後2時 316 211 211 214・5亀213・5'211・5211.5214 213 21L5211'594'0535

 3日 午 前2時 … 328 211  211.5 214 211.521L5 210  2i4.5213.5211.5 zio 93.3 48.0

   注 意  参 考 の 爲 當 時 の ガ ス流 速 及 ガ ス敦 縮 率 とを併 記 した

      但 しこの ガ ス量 には 温 度 の捕 正 を加 へ て ゐ な い

       鰯 媒 層 の浬 度 測 定 鮎 の位 置 に就 ては 第1圖 を参 照 され た し

                     (37)
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            第6… 表… 瓦 斯r分 ゆ析 の 一 例.

・ 時 舗 羅惚 瓦 斯 組 成'VOi.% 蓼鱗

      穿   時        CO2 02 CmHn CO  Ha CnH2n+2 N2

7月20日 午 前3時 。 一  ・ 合 成   7.2 0.3 -  28.4 54.9 2.3 6.9' 82.4

             反 鷹    14.0   0.1  0.0   215   45.0   9.3  io.Y

 20日 午後3時      5     合 成     7.7   0。1   -   27.4   56.3   2.2   6.3     822

             反 鷹    19.4   0.O   o.z   �9.4   392   12.1   9.7

 21日 午 商廿3A寺…    17     合 成  、  52   0.1   -   30.4   56.0   1.8   6.5    84.0

             反 厘雲    13.1   0.0   0.2   24.8   4LO   9.3  11.6

 21日 午 後3時    29    合 成    6,1  0。1  -   28.7   56.5   1.6   7.0    84.8

             反 慮     16.9   0,0   0.4   21.3   35.4   12.9   13.1

 22日 午前3時   41  合 成  6.2 0.2 -  29.0 568 a.9 5.9  852

             反 慮 14.9 0.10.4 24.0 36.812.711.(コ)1

 22q午 後3時     53    合 成     6.0   0.2   -   28.2   57.5   1.5   6。6     84.6

             反 鷹     17,0   0.1   0.3   22.3    37.7   11.8   10.8

 23日 舗 む3時  65  合 成  6.3 02 - 28.2 57.9 x.0 6.4  84.(ロ)6

             反 慮    16.5   02   0.7   21.4   37.6   14.1   9.5

 23日「午 後3時    77    合 成    7.3  0,1  -   269   572   1.5  7.O    SO.7

             反 簸    19.9   0。3   0.3   19.4  ρ37.9   12.1  10.1

・24日 午 前3時   89,  合 成   7.0 02 -  27.6 55,3 2.0 7.9  82.8

             反 鷹    16.6   02   0.6   198   37.6   13.8   1L4

 24日 午 後3時   101  餓   7,4 0.1 -  28.9  56.5  工.3  58   84.7

             反 歴1    18.2   0.2   0.3  ,22.2   37。2   11.5  10.4

 25日 午 前3p=,`"y-  113  合 成   6.7 0.1 -  27.0 575  1.7 7.0  8LO

' 
、          反 慮  17.0 02 0.9 17.2 36.G 16.5 1L6

 25日 午 後3時   125  合 成   7.4 0.2 '-  26.4 562  i.5 8.3   79.2

          辱    反 歴…    is.6   0,1   0.4   2LO   36.1   1工.7   12.1

 "26日 午 前3蒔   137  合 成   72  0.1 -  28.4 55.6  1.6  7.1  83.5

             反 鷹    15.2   0.董   0.7   23.5   37.9   12.1  10.5

 26日 午 後3時  149  合 成   7.4 02 -  27.7 53.5 2.9 8.3  80.(ゆ)3

             反 鷹  22.8 0.3 0.4 15.2 29.1 1s.5 13.7

 27日 午 前3時 161 合 成 700.1- 28.6・57・5 1.35・5185.8

             反 鷹    33.1   0.1   0.5   19.9   30.7   19.4  1工.3

 27日 午 後3時  173  合 成   6.8 0.2 -  28.8 54.8 2.6 6.8  82.2

    」                反 鷹    2L2   0.0   0.4   18.0   29.0   19.0   12。4

 28日 午 前3時  185  合 成   7.1 0.i -  28.0 57.1 1.5 6.2  84.0

             反 鷹    18,3   0,0   0.8   18.8   30.4  20.5  i12

 28日 午 後3時  197  合 成   7.6 0.2 -  27.5 56.9 1.6 6.2  82.5

             反 慮    20.6   0●1   05    168   34.0  17.4  10.6

 29日 午 前3時  209  合 成   7.0 0.1 - .28.3 56,8 1.3 6.5  84.9

             反 鷹    16.5   0.0   0.6   20.6   36.6  1フ.1   8.ﾟ

 29日 午 後3時  221  合 成  7.9 0.2 - 27.7 55.8 2.6 5.8  83,1

             反 慮  20。8 0.1 0.2 16.7 32.O is.6 1L6

                    (38)



      児 玉,舟 阪,橋 本,村 田,平 尾,田 原,松 村,河 東,多 羅澗,竹 崎,陸 田:ガ ソ リン合 成

      中間 工 業 試 験  第 九 回報 告

   30日 午=臼i∫3時    233   '合 成     7.5  、0.1   -   27.9   56.0   1.9   6.6    83・7

               反 慮    18.0   0.1   0.s   18.6   32.1  20.6   9.8

   30日 午後3時  245  合 成   7.4・ 0.2 -  272  57.0 2・3 5・9  81・3

               反 刃蕉    20.7   0.1   0.7   14.8   3L5  20.4   11.8

   31日 午 鳶訂3時    257    合 成     7.0」  0.0   -   27.8   572   2・4   5・6     83・4

               反 慮  17.8 0.O LO 192  32.7 i8.G 10。7

   31日 午 後3時  269  '合 成   7.4 0.2 -  28.0 57.0 1.3 6.1  84.0

               反 鷹    20.3   0.0   0.5   16,4   30.9  202   11.7

  8月1日 午前3時  281  合 成   7・4 0.1 -  28.1 56・4 1・6 6.4  84・3

               反 礁    16.8   0.2   0.7、  21.5   34.3  17.5   9.0

   1口 午 後3時  293  合 成   6.8 02  -  23.8 55.3 1.9 7,0  83.0

               反二鷹    19.0   02   0.4   18.8   3LO  19,1  11.5

   2FI声F薄!∫3時 …    305     合 成     6.8   0.1   -   28.3   57.3   1.2   6.3     84.9

               反 懸  15.9 0.1 1.0 19.6 35.7 18.7 9.0

   2日 午 後3時   317  合 成   7.0 0.0  -  27.8  57.8  1.6  58   83.4

               反二腱{   +18.3   0,1   0.4   19.6   32.0  17.6   五2,0

   3口 午」角i∫3日寺   329   合 成   6.8  0.1  -  28.3  57.1  L2  6.5   84.9

               反 樋重    15.1   0.0   0.9   21,0   34.6  16,7  11.7

   注 意  CmHnと あ るの は濃 硫 酸 に て定 量 した値 で あ る

             第7表  瓦 斯 組 成 の 攣 化(平 均 値)

   ・ 時 ・騰 響 瓦 璽m組 成 帆 。/nE3, 套額 姦縮黍凱 皐醒 率
         時  種 類 CO:,>02 Hn CO H2 n+2 Nz  %   %   %   Ha

7月20日 へ二前i琩ry   O   ・合・成   6.s  O2  -  28、3  56.4  五.8  6.4   S4.6   52.4   64,0  1=2.16

   -         ～    反 厚蔭   17.4  0.1  0.3  212  365  13.1  11.4

 21日 午 前10時  24 残 留  8.30.Oo.i10,2 17.4 6.2 5.4               

(1.4)                    (4.4)

 21口 午 前10時  24 合 成  6.00.2 - 29.2 572 1.7 5.7 85.8 532 67.5 1:2.14

   ～        ～    反 鷹   15.2  0.1 0.5 226  36.0  12.7  129

 22口 午 前10痔  48 残 留  6.40.00.2 9.5 15.1 5.3 5.3

               (0,4)                  (3.6)

 22日 午 前10時  48 合 成  630.2 - 28、3 57.3 1.6 6、3 86.0 58.2 668 1:2.17

   ～        ～    反 賑   16.0 0.2  0.4 22.3  38.8  12。4  g.g

 23日 午 前10時  72 残 留  6.70.10.2 9.4 16.3 52 3.g

               (0.4)                  (3.6)

 23日 午 前10時  72 合 成  6.50.1 -28.156.2 L7 7.4 84.3 57.7 70」 1:2.04

   ～        一    反二懸   18.1 0.2  0.4  199  37.9  12.9  10.6

 24日 午 前10時  96 残 留  7.70.10.2 8.4 16.0 5.5 4.4               (
1.2)                  (3.8)

, 24日 午 前10時  96 合 成  6.80.2 --28.157.4 1.5 6.0 84.3 5S.6 71.2 1:2.11

   -         ～    反 懸   17.2  0.1  0.5  19,5  36.8  14.5  11.4

 25日 午 前10時 120、 残 留  7.10.00.2 8.115.3 6.0 4.7               (
0.3)                  (45)

                      (3s)
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 25目 午 臼宣10時   120   合 成   7.2  0.2  -  27.8  56.5  1.5  6.8   83・4  '55・1   66・5 1=2・17

  ～        ～   反 慮   17.1 0.2 0.4 20.6 36.3 129  12.5

 26口 午 角冒10時…  144   残 留.  7.7  0.1 0.2  9.3  16.3  5.8  5.5

             (0.5)                  (4.3)

 26日 午 前10時   144   合 疹～   7.1 0.1  -  28。4 56.0  1.6 ●6.8   84.0   60.8   75.7  1=2.09

  ～         一    反 臼奮   20.7  0.1 0.7  17.7  28.0  19.6  13.2

 27日 午 前 五〇時 168 残 留  8.10.002 6.9 11.0 7.7 5.3

             (LO)                   (6.1)

 27日 午 前10時 168 合 成  6.90.2 -28,456.5 L7 6.3 84.8 6L9 77.8 i:2.05

  ～   馳     ～    反 懸  20.7  α1 0。6  16.6  29.1 20.8  12.1

 28日 午 前10時 192 残 留  7.9 0。Oo.z 6.311。1 7.9 4.7

             (LO)                   (62)

 28日 午 角む10時   192   合 成   7.2 0.2  -  28.1 56.2  1.6  6.7   84.3   58.6   73.0 1:2.09

  一一         ～    反 嘘{  18.7  0.1  0.7  18.3  32.3  18.7  112

・ 29日 午ﾟij10時   216   残 留    7 .7  0.0  0.3   7.6  13.4  7.8   4.6

             (0.5)              。     (6.2)

 29日 午 前10時 216 合 戌  7.50.2 - 28.056.1 1.6、6.6 84.0 55.3 71.4i:z.10

  一一         一    反 慮   19.藍  0.1  0.7  17.S  31.6  1馬6  12.1

 30日 午 葡廿10時…  240   残 留    8.5  0.0  0.3  8.0   14.1  8,き   5.5             (
LO)                   (6,7)

 30日 午 前10時 240 合 戌  7.50.1 - 27.956,9 1.8 5,8 83.7 54.7 7201:2.10

  ～         ～    反 懸   18.7  0.1 0.7  17.1 32,3  19.7  11.4

 31日 午商セ10蹄寺   264   残 留   8.5  0.0  0.3  7.8  14.7  s.s  5.I
             r1 A、                     〆門 噸、             

＼.且・∪ノ                  kム ⊥ノ

 31日 午 前10時 264 合 成  7.40.1 -28.0、57.0 1.4 6.1 S4.0 53.2 68.5 i:2,1(の)6

  ～         ～    反 懸   18.2  0.0  0.7  18.7  33.O  IS.7  10.7

8月1日 午 前10時 288 残 留  8.50.00.3 8.815.4 8.8 5.0

             (1.1)                   (7.4)

 a 日午jiij 100',g  288   合 房～   7.0  0.2  -  284  56.S  i.4  62    852    53.2   69.0  1=2.10

  ～         戸)    反 賑   17.4  0.1 0.8  18.6  33.2  19.1  10.s

 2日 午前10時 312  残 留  82 0.00.4 8.7 15.5 8.9 5.1-

 ●                         (12)                   (7.5)

 2日 午 鳶セ10時…  312   合 成   6.9 0.i  -  28.2 SG.B  1.4  6.6   84.6   50.3   64.9 1:2、2(〉

  一         ～    反 懸   16.4  (i.0  0.9  20.0  33.s  16.9  12.5

 3日 午 前10時 336  残 留  8」 0.00.4 9。9 16.5 8.4 6.4

              (L2)                     (7.0)

   注 意  CmHnと あ る のは 濃 硫 酸 に よ り定 量 した値 で あ る

      残 留 とあ る の は 反 磨 ガ ス組 成 を合 成 ガ ス100の 割 合 に換 算 した値

    `   第8表 小 規 模 合 成 實 験 成 績

・ 時 聯 購 鉾辮 解 水液欝 戯 黙 液攣欝 レ
7月20口 午 堕10時0204

ss.i 3.762.513.1。61」 。5 14928

  21日 午 鳶往10睡{炉   24   205

  21口 午 前10時  24                .
    ～       ～    206  90,4   3.8   64.6   14.8   1.9   4.1:   6.0     1B4   66

  22日 午tiSj10ftS-   48

                    (40)
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    中 間 工 業 試 瞼  第 九 回報 告

 22日1i二角{」10時「   48
    ～       ～   206  90.0   3.8   64.6   15.1   2.0   5.0   7.0     168   78

 23日fFi… 冒10時…   72                   (75.1)                          (195)' (91)

 23日 午 前10臣埼…   72
    ^一      ^-   206  89.2   3.7   61.7   14.4   1.8   5.O   G.8     162   76

 24日 午 前 工0時    96

 24日 午 前10時    96   206
    ^一      一一一   ^-   87.3   3.7   57.2   13.5   1.S   4.5   6.3     154   72

 25日 午 盲竃io時…  120   207

 25日 ∠FL商セ10時   120
    ^一      一一一   207  94.2   3.9   61.9   12.4   1.3   3.9   5.7     132   61

 26日 午 前10時 144

 26口 午 前10時 144

    -一一      一一一   210  93.3   3.9   54.3   13.8   1.4   3.8   5.2    148   56 
270「 午 前10時 …  168                                        '        0

 27日 午 荷右10時   168   210

    ～       ～    ～    92.1   3.8   48.0   13.4   1.6   3.4   5.0     146   54

 28日 午 言ii10H電…  192   211

 28日 午 商賦10障寺   192   2五1
    ～       ～    {♪   93.1   3.9   48.7   ]2.5   1.4   2.9   4.3     134   46

 29口 午 前10艮 芋   216   212

 29口 午 前10時 216 212
    -一一      ^一   ^-   93.L   3.9   47.7   12.1   1.2   3.5   4.7     130   50

 30日 午 商往10β芋   240   213       '

30日 智0時240

21394.,3.9s2.511.2 M・3.,4.4 119、,

 31日 午 商廿10藷寺  264

 sifiFr前10時 264                       暉
    ^一一      一一   214  R5.0   3.5   45.6   10.7   1.1   2.9   4.0     126   47
8月i日 午ﾟij10Tj:  288

 1 日午 再京10H芋   288                                                          、
        ^-   215   87.4   3.6    47.8    11.4    1.0   3.5    4.5     131   52

 2rx午 意町10日芋 312

 2「1午 前101'r 312
    ～       ～   215  85.5   3.6   44.0   10.0   1.0   2.5   3.5     117   41

 3FI午 商1110時  336

 海象        言1」   0     204
   -一一      一一一   一一一 1227.S   3.7   53.5  175.4  19.7  50.2  .59.9     145   57

 (平   均) 336 215       (63.3)               (172) (67)

  注 意  ガ ス量 には 温 度 の補 正 を加 へ た

     括 弧 内 の 値 は 合 成 ガ スの 有効 ガス含 量 よ り換 算 した値

          第9表 合 成 櫨 の 温 度 分 布

 中 央 よ りの距 離        温  度  測  定  黙

    cm     1     2    4     5     7     8

    0       216        214        209.5       214.5       214.5       211.5'

   '10      217       211.5      211.5      214.5      214.5      211.5

    20      216.5      212       212.5      214.5      214.5      211.5

    30      215.5      213       213       214.5      214.5      211.5

    40      215.5      234       213       214.5      214.5      212

   50      215.5      211.5      213       214.5      213.5      214.5

  注 意 1) 温 度 測 定 黙は 第1圖 に 明示 して あ る    2) 中 央 よ りの 距 離 とあ る の は 中央 よ

     n冷 却 管 の方 向 に平 行 に外 壁 の 方 に 測 つ た距 離 で あ る (第i圖 の左 圖 参 照)

                    (41
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        第10表A 合 成 油 の 性 質(1例)

  試   料    比 重  屈折率  沃素慣    蒸  溜  試  瞼 .pC

          ・鴛 鵡(豹 粉 禰1。%,。00、 。%ss/

 原'油 0.7045L401853.5 35.055.0115.5265.0一

 ガ ソ リ ン  o.ssos 1.3884 58.8 29,041.1 78.6"155.0 一

 燈         言由      0.7339    1.4174     16.6      96.0   137、8    180.1   232.0   249.0

        第10表B 合 成 生 成 物 の 酸 債(1例)

       試 料 全 酸 債 無 機 酸 債 有 機 酸 債

        7h               2.92         2.75          0L17

      カ.  ソ  リ  ン          0.15         0.03         0.12

      燈        ～由           0.24          0.10 1        0.14

      原         ゚ 由           020          0.02        .  0.18

         第10表 C  ガ ソ リ ン 及 燈 油 の 比 重,屈 折 率 及 沃 素 贋

     日    1  2・ 3  4  5  6  7

・腫 欄 触0.68140
.74110.saosO.74041:ss4i7339欄0.68610.73530.68390.74221難

噺 率 韓 糟1.38941 .4194}瀧1.4174灘(a)1論}溜{:39034181

瀟 瑠 響 鶉
,46ii:15815:17516:1%%rs:17415:178]7:1認:1

     日 8910111213ia

比 重 ぐ 篠 触0.68850
.74411:682674210.ssz4ﾔ.74331:b$`$90.684574170.74650.69210.74651:ss707491

屈 折 率 艦 触1.39101 .41781.39141.41891.38941.4194i.ss201.42001.39061.42081.39441.4210}:39204227

灘{饗 触6315:;871S:1瓢1::18917:18919:194T9:1

         ■

     注意  比重はピクノメーター,屈 折率はアツベ屈折計,沃 素債は臭化ピリヂン法,

         蒸溜試験と酸債試瞼とは日本標準規格法によつた.

              総       括

 1) コバル ト燭媒 を僖用 し,容 量毎時100m3の 合成ガスを虞理する熱水冷却式合域装置に

よb正 味2週 聞 に亘 り合成 實験 を行つた.

 2)そ の結果 全實験 を通 じ反底温 度200～215。C,ガ ス流速平 均79・6 m3/hLに 於 て平均 ガス

牧 縮 率56・2%,平 均水 牧率168cc/m3,亭 均 合成油牧率86 cc/m3,1平 均 ガ ソール牧 率71/m3を

示 し,こ れ を全實 験 を通 じて の合成 ガスの有 効ガス含量845%よ り換算 す る と平 均 ガス牧縮 率

66.5%,手 均 水牧 率199cc/m3, T均 合 成油牧率102 cc/ln3, lr均 ガ ソール牧率8Z/171.;を 示 し極 め

て 良好 な合成成績 を得た.

                  C42)



    見玉,舟阪,橋本,村 田,平尾,田原,松村,河東,多羅間,竹崎,陸 田:ガ ソリン合成
    中間工業試瞼  第九回報告

 3)か くしてか 製る方式の熱水冷却式合成櫨の工業的使用可能性が立誰 され,合 成櫨の設計

に關 して合成石油試験工場の設立の目的は達成 された.(昭 和15年8月)

              後        記

 本合成 試験をなすに當 り,装 置の設計及建設には児玉信次郎,河 東準,橋 本義 一郎,平 尾設

市;燭 媒の製造}こは村 田義夫;水 筐ガスの嚢生には舟阪渡,橋 本義一郎;電 解水素の製造には

湯淺幸雄,白 石博;ガ スの精製には睦 田直行,高 山正忠;合 成試験 には松村彰一,村 田義夫,

堀川喜八郎,鎌 野辰雄,梅 村正,竹 崎嘉眞,田 原秀一,多 羅聞公雄,申 井周二,河 東準,平 尾

設市,田 申正三,櫻 井武雄,早 井直行,卯 尾義行,岩 本健治郎,清 水丈,水 谷内剛;工 場運縛

の各部の連絡dzは 児玉信次郎,舟 阪渡;以 上の諸氏が夫 々を櫓當し,他 に本試験工場員一同の

協力によ り遽行 されたのである.

 株式會杜住友本肚及化學工業株式魯戯 より財政上及技術上多大の御援助を得た・殊に津上雄

三及八木裕爾氏 より技術上多大の御助力を得た.!1{Tpし て感謝の意を表する.

 熱水冷却式合成装置の設計製作及本實駒を爲すに際 して,川 崎重工業株式會杜 より技術上多

大の御援助 を得た.殊 に郷田兼則及田中正三爾氏 より技術上多大の御助力を得た・蕪に記 して

感謝の意を表する.      ＼

 松永六二先生より引績き種k御 助力を賜つてゐるが,殊 にこの毎時100m°'の 合成装置一式

の設計製作及實畷を爲すに當i�大 の御助力を賜つた事を菰に記 し感謝の意を表するものであ

る.

 本賓験 を爲すに際 し,帝 國燃料興業株式倉就の常岡俊三氏;北 海道人造石油株式會肚の申井

周二,鎌 野辰男,高 山正忠,田 代榮一,膳 魑正雄,中 川正之,香 森現の諸氏;満 洲合成燃料株

式倉杜の堀1fI喜八郎,梅 村正,齋 藤茂,武 田信行の諸氏;京 大工學部工業化學科學生の福田正

一君;京 大工學部燃料化學科學生の笠井研一,中 井次郎丸,市 川克彦 ,三 井隆,中 山正三,西

林義文,武 上善信,矢 野武夫の諸君の御助力を得た・藪に記 して感謝の意 を表す る.

              文        献

   (D 合成石油試験工場 に於て今日まで途行 された實瞼結果に就ては第1回 報告は                                      !

  化學研究所講演集第8輯,第2,3回 報告は第9輯,第4,5,6回 報告 は第10輯,第7,8回

  報告は第11輯 に報告 されてゐる.

   (2) 第8回 報告  化學研究所講演集第11輯

                   (43)


